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Ⅰ．調 査 要 領 

 
１．調査時点及び調査対象期間 
（１）調 査 時 点       平成１７年１０月１４日 
（２）調査対象期間 平成１７年７月～９月期実績および平成１７年１０月～１２月期見通しについて   

調査した。 
２．調 査 対 象             
  北見市に所在する企業を対象に、製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業の５業種１５０社 
 を往復ハガキにより調査した。 
３．回 収 状 況             
 

     企業数 
業 種 対象企業数 回答企業数 回 答 率 

製 造 業 ３０社   １７社 ５６．７％ 

建 設 業 ３０社   ２３社 ７６．７％ 

卸 売 業 ３０社   ２３社 ７６．７％ 

小 売 業 ３５社   １６社 ４５．７％ 

サービス業 ２５社   １５社 ６０．０％ 

合   計 １５０社   ９４社 ６２．７％ 

 
注）本調査結果の中で、Ｄ・Ｉ値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）で 
 好転企業割合から悪化企業割合を差し引いた値を示す 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ . 概   況 
 

《 全 体 の 動 き 》 
 
 平成１７年度第Ⅱ四半期<７月～９月>の北見市における業況は、前年比で「好転企業」１１．７、「悪

化企業」５６．４、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ｉ値は△４４．７となっています。 
このＤ・Ｉ値を前期調査<１７年度第 1 四半期>と比較してみると前回△４０．８→今回△４４．７と３．

９ポイント悪化、「好転企業」が１．４ポイント増加、「悪化企業」が５．３ポイント増加しており、前

期調査との比較では不変が減少し好転・悪化ともに増加しているものの若干悪化傾向を強く示していま

す。前年同期比（△３６．２）との比較でも８．５ポイントと悪化しており、景気低迷の中依然として

暗い経済環境を示しています。 
 今回の業況を業種別で見ると               製造業Ｄ・Ｉ値△２３．５、建設業Ｄ・Ｉ値△６９．５、卸売業Ｄ・

Ｉ値△３４．８、小売業Ｄ・Ｉ値△５６．１、サービス業Ｄ・Ｉ値△３３．３となっており、前年同期

調査と比較すると製造業と卸売業と特にサービス業では大幅な改善が見られ、小売業は８．４ポイント

の悪化、建設業については５０．４ポイントの大幅な悪化傾向を示しており、一部改善傾向にあるもの

の全体的には依然として厳しい状況にあります。 
 また、来期の見通しを全業種で見ると「好転企業」９．６％「悪化企業」５１．１％でＤ・Ｉ値△ 
４１．５と、前年同期見通し（△４０．０）に比べ１．５ポイント悪化しており、依然として先の見え

ない来期見通しとなっています。 
 

《 業 種 別 の 動 き 》 
     

１）製 造 業        生 産 高        前年比で「増加企業」１１．８％、「減少企業」３５．３％、 
                    Ｄ・Ｉ値△２３．５と前年同期に比べ５．２ポイントの改善、

前期調査との比較では４．８ポイント悪化しており、前期調

査で大幅な回復傾向にあったものの再び悪化、数値は低いも

のの厳しい状況を示しています。 
           採   算   前年比で「好転企業」５．８％、「悪化企業」４７．１％、 
                    Ｄ・Ｉ値△４１．３と前年同期に比べ１１．１ポイントの改善、

前期調査との比較では５．９ポイントの悪化、生産高同様前

期調査の回復傾向から再び悪化、予断を許さない状況となっ

ています。                   
           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２９．４、生産高Ｄ・Ｉ値△３５．３、資 
                    金繰りＤ・Ｉ値△２９．４と、前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ

値が回復傾向を示しており、特に業況Ｄ・Ｉ値は２２．９、

生産高Ｄ・Ｉ値は１７．１と高い数値を示しています。また、

前期調査との比較では業況Ｄ・Ｉ値はほぼ同じ、他のＤ・Ｉ

値はともに約１２ポイントの悪化を示しており、前回調査で

は回復の兆しがあったものの再び厳しい来期見通しとなって



います。 
 

２）建 設 業        完成工事高   前年比で「増加企業」１３．６％、「減少企業」７７．３％、 
                    Ｄ・Ｉ値△６３．７と前年同期に比べ３９．９ポイントの大幅

な悪化傾向を示しているが、前期調査との比較でも２０．１

ポイントの大幅な悪化傾向を示しており、長引く景気低迷の

中引き続き暗い状況となっています。 
           採   算   前年比で「好転企業」           ０．０％、「悪化企業」７８．３％ 
                   Ｄ・Ｉ値△７８．３と前年同期に比べて４０．３ポイントの大

幅な悪化傾向を示しており、前期調査との比較でも１７．４ポ

イントの悪化傾向を示しており、依然として大変厳しい状況に

なっています。 
           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△６９．６、完成工事高Ｄ・Ｉ値△５６．５、 
                  資金繰りＤ・Ｉ値△４７．８と前年同期と比べすべて悪化傾向

を示し、特に業況Ｄ・Ｉ値は２６．８ポイントと高い数値を示

しています。前期調査との比較でも同様ですべて悪化傾向であ

り、引き続き先の見えない大変厳しい来期見通しとなっていま

す。 
 
３）卸 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」２６．１％、「減少企業」４３．５％、 

                    Ｄ・Ｉ値△１７．４と前年同期と比べ１５．９ポイントの大幅

な改善傾向を示しており、また、前期調査との比較でも１４．

４ポイントの改善傾向を示しており、順調な回復傾向がうかが

えます。 
             採   算   前年比で「好転企業」           １７．４％、「悪化企業」３４．８％、 
                    Ｄ・Ｉ値△１７．４と前年同期に比べ１５．９ポイントの大幅

な改善傾向を示しています。また、前期調査との比較でも１４．

４ポイントの改善傾向を示しており、前期調査では悪化傾向の

数値が高かったものの、ここにきて回復傾向を示しており、明

るさが見える状況となっています。 
           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△３４．８、売上高Ｄ・Ｉ値△３４．７、資金 

                  繰りＤ・Ｉ値８．７と前年同期に比べ業況Ｄ・Ｉ値並びに売上

高Ｄ・Ｉ値はほぼ同じであるが、資金繰りＤ・Ｉ値がプラスの

数値を示しています。前期調査との比較でもすべて大幅な回復

傾向を示しており、資金繰りＤ・Ｉ値については２２．３ポイ

ントという高い数値であり、明るさの見える来期見通しとなっ

ています。 
                
 



４）小 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」１２．５％「減少企業」５０．０％、 
                  Ｄ・Ｉ値△３７．５と前年同期に比べ０．７ポイントと僅かだ

が改善されています。しかし、前期調査との比較は 1．８ポイ

ントの悪化傾向を示しており、数値としては低いが厳しい状況

となっています。 
           採   算   前年比で「好転企業」６．３％「悪化企業」６８．７％、 
                  Ｄ・Ｉ値△６２．４と前年同期に比べ１０．０ポイントの悪化

となっており、前期調査との比較でも３１．５ポイントの大幅

な悪化傾向を示しており、依然として暗く厳しい経済環境とな

っています。 
           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△１８．７、売上高Ｄ・Ｉ値△３７．４、資金 
                   繰りＤ・Ｉ値△１８．７と前年同期と比べて売上高Ｄ・Ｉ値は

悪化しているものの業況Ｄ・Ｉ値並びに資金繰りＤ・Ｉ値は大

幅な改善傾向を示しており、前期調査との比較でもすべての

Ｄ・Ｉ値は大幅な改善傾向で特に業況Ｄ・Ｉ値については３８．

５ポイントと高い数値を示しており、採算に厳しさはあるもの

の明るい来期見通しとなっています。 
           
５）サービス業   売 上 高   前年比で「増加企業」２６．７％、「減少企業」６０．０％、 
                   Ｄ・Ｉ値△３３．３と前年同期に比べ２１．７ポイントと大幅

な改善傾向を示しており、前期調査との比較では３３．４ポ

イントの大幅な改善傾向であり、数値はまだ高いもののここ

にきて明るい兆しが見える経済環境となってきています。 
           採   算   前年比で「好転企業」６．７％、「悪化企業」５３．３％、 

                   Ｄ・Ｉ値△４６．６と前年同期に比べ８．４ポイントの改善傾

向を示しており、前期調査との比較でも１１．８ポイントと大

幅に改善しており、明るい兆しの見える経済環境となっており

ます。 
                    来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△４６．６、売上高Ｄ・Ｉ値△５３．３、資金 

                   繰りＤ・Ｉ値△５３．３と前年同期に比べ１４．５ポイントの

大幅な悪化傾向を示しています。前期調査との比較でも１１．

６ポイントの悪化傾向を示しており、前期調査で回復傾向にあ

ったもののここにきて再び厳しい来期見通しをなっております。 



 
業 種 別   経 営 上 の 問 題 点            

 
 

１ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 

製 造 業 同業者間の競合 得 意 先 減 少        諸 経 費 増        人 件 費 増        人 材 不 足 

建 設 業 同業者間の競合 得 意 先 減 少        諸 経 費 増        人 材 不 足 人 件 費 増        

卸 売 業 同業者間の競合 諸 経 費 増        得 意 先 減 少        人 材 不 足 売掛金回収難 

小 売 業 同業者間の競合 得 意 先 減 少        人 材 不 足 諸 経 費 増        人 件 費 増        

サービス業 同業者間の競合 諸 経 費 増        得 意 先 減 少        人 件 費 増        人 材 不 足 

合   計 同業者間の競合 得 意 先 減 少        諸 経 費 増        人 材 不 足 人 件 費 増        

                              ※ 問題点は、各業種とも３つ選択。 
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